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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

  

ここれれままでで，，““電電荷荷密密度度波波((CCDDWW))””状状態態ををししめめすす TTaaSS33,,  NNbbSS33 ななどどをを用用いいてて微微小小なな電電気気--機機械械振振動動素素子子（（MMEEMMSS ままたた

はは NNEEMMSS とと呼呼ばばれれるる））のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

CCDDWW はは，，異異方方的的なな電電気気伝伝導導体体特特有有ののフフェェルルミミ面面のの不不安安定定性性((パパイイエエルルスス不不安安定定性性))にに起起因因ししてて，，電電子子密密度度ととフフォォ

ノノンンががフフェェルルミミ波波数数のの22倍倍のの波波数数でで周周波波数数00のの疎疎密密波波をを作作るる巨巨視視的的量量子子状状態態でですす。。CCDDWW状状態態でではは，，電電子子密密度度がが超超

格格子子構構造造をを組組んんだだ電電子子結結晶晶をを作作りりまますす。。電電子子結結晶晶はは，，通通常常のの固固体体結結晶晶とと同同じじくく弾弾性性やや剛剛性性がが生生じじるるたためめ，，電電子子物物

性性とと機機械械特特性性のの間間にに強強いい相相互互作作用用をを持持っってていいるるとと期期待待さされれまますす。。  

相相互互作作用用ががよよりり強強いい物物質質系系をを見見つつけけるるここととががででききれればば，，MMEEMMSS//NNEEMMSS をを単単純純ににかかつつ小小型型化化・・集集積積化化でできき，，量量子子

力力学学・・熱熱力力学学ななどどのの基基礎礎物物理理のの実実験験やや，，生生体体・・医医療療へへのの応応用用がが考考ええらられれまますす。。ここれれままででにに，，図図にに示示すすよよううなな CCDDWW

ナナノノ振振動動子子をを作作成成しし，，電電子子物物性性--機機械械特特性性間間のの相相互互作作用用のの測測定定をを行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

電子結晶を用いた微小機械振動子素子の研究 

 

氏氏名名：：      松松浦浦  徹徹／／MMAATTSSUUUURRAA  TToorruu  EE--mmaaiill：：  tt--mmaattssuuuurraa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本物物理理学学会会，，応応用用物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  電電気気輸輸送送計計測測，，MMEEMMSS//NNEEMMSS，，低低温温実実験験，，超超伝伝導導・・密密度度波波  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・電電子子素素子子のの温温度度特特性性測測定定・・評評価価  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

550000kkNN 油油圧圧式式万万能能試試験験機機    

精精密密万万能能試試験験機機    

    

    

    

  

  

研研究究内内容容：：    

  

  

 容容器器製製品品のの精精度度向向上上策策のの開開発発  

密密閉閉性性，，耐耐圧圧性性のの向向上上をを目目指指ししたたよよりり真真円円にに近近いい容容器器のの成成形形  

⇒⇒金金型型のの精精度度にに依依存存ししなないい変変形形時時のの材材料料流流動動をを活活用用  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 TTii 成成形形のの焼焼付付きき防防止止策策のの開開発発  

工工業業用用チチタタンンのの画画期期的的ププレレスス成成型型技技術術  

⇒⇒酸酸化化皮皮膜膜をを用用いいなないい新新ししいい焼焼付付きき防防止止策策のの開開発発  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

塑性加工製品の高付加価値化 

 

氏氏名名：：      村村中中  貴貴幸幸／／MMUURRAANNAAKKAA  TTaakkaayyuukkii  EE--mmaaiill：：  mmuurraannaakkaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本機機械械学学会会，，日日本本塑塑性性加加工工学学会会  

キキーーワワーードド：：  板板成成形形，，焼焼付付きき，，チチタタンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・チチタタンン製製眼眼鏡鏡枠枠ののププレレスス成成型型法法のの開開発発  

・・均均一一肉肉厚厚容容器器のの成成型型法法開開発発  

・・先先端端ママテテリリアアルル創創成成・・加加工工技技術術研研究究会会メメンンババーー  

・・中中小小企企業業産産業業大大学学校校「「機機械械工工学学のの基基礎礎」」講講師師  
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